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ギンヤンマの石への産卵行動の観察から 

手賀沼水生生物研究会 我孫子市 為貝 和弘 

私が住んでいる我孫子市は、千葉県の北西部に位置

し、利根川に北側を、手賀沼に南側を囲まれた自然豊か

な地域です。 
今年の８月 13 日(火)の早朝、自宅近くにある「北柏

ふるさと公園」へ自然観察に行った際、公園のビオトー

プの隣にある人工池で、産卵行動中のギンヤンマのペ

アを見つけました。この人工池では、毎年春にアズマヒ

キガエルの産卵からオタマジャクシの成長、そして幼

ガエルの上陸までを見ることができます。 

夏休みの間（７月 19日〜９月１日）は、普段は水が

ない上流の「じゃぶじゃぶ池」に水道水が満たされ、子

どもたちの遊び場となります。そして水路でつながっ

ている人工池も掃除がなされ、「じゃぶじゃぶ池」の水

が毎日流れてくるので、池の水はずっと透明で綺麗な

状態になり、水草やプランクトンもあまり見られなく

なります。 
そのような状態の池で、ギンヤンマが石に産卵行動

をとっていたので、興味深く観察していました。私が観

察していた範囲では、人工池にギンヤンマのペアが現

れた時間が 7:34:04 で、ビオトープ方向に飛び去って

いった時間が 7:38:02 になります。実に最短でも４分

もの間、人工池に留まり、水草もない池の石に産卵行動

をとっていたことになります。 
その間、この人工池を縄張りにしているらしいシオ

カラトンボに邪魔されること数回、また石に留まって

産卵管を水中に差し込んでの産卵行動を、場所を変え

ながら数回、そして人工池の壁面に留まること４回(写

真に撮ろうとしていたので覚えていた)、最後は壁面に

留まってからビオトープの池の方に飛び去って行きま

した。 
ご存知のように、ギンヤンマは植物内産卵が普通で

すが、泥の中に産卵管を差し込んで産卵する場合もあ

ります。今回観察した産卵基質が石の場合についても

調べたところ、周辺に産卵に適した環境がない場合は

石の表面に産卵することもあるようです(卵がより固

定される事で孵化率があがる可能性もある)。また連結

して産卵する場合と雌単独で産卵する場合があり、こ

こ北柏ふるさと公園ビオトープでも、毎年この時期に

両方のタイプの産卵行動を観察しています。 
今回の石への産卵行動を見て疑問を持った理由は、

昨年の秋にオオアオイトトンボの葦への産卵行動を観

察したことがあったからです。このイトトンボは、水辺

にある樹木(ここ北柏ふるさと公園ビオトープではハ

ンノキ)の小枝などに産卵管を差し込んで産卵すると

いう面白い行動をとります。そのイトトンボが、ここの

ビオトープの池に生えている葦の茎に連結したペアが

留まって、産卵行動をとったのです。 
この件を千葉県立中央博物館に問い合わせたところ、

トンボ学会の専門家の方へつないでいただき、考察と

して「産卵行動はとったが、産卵するのに適した基質で

はないと判断して、産卵しないで飛び去ったのでは」と

いうことになりました。この件があったので、今回も同

様の可能性があるのかと思いました。 
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ただ、違うのはオオアオイトトンボの場合は、間違い

に気づいたのかすぐに飛び去ったのに対し、今回のギ

ンヤンマの場合は、４分間も繰り返し何回も産卵行動

を取り続けたという点です。 
ここでトンボ学会の方から教えていただいたことが

あります。連結産卵の場合に産卵場所等をコントロー

ルしているのは、通常は雄と考えられていますが、以前

にクロイトトンボで雌がコントロールしているのでは

ないかと思われる観察記録があったという情報です。 
これまでギンヤンマの産卵を観察してきて、産卵に

適していると感じた時には長い時間留まり、そうでな

い時にはすぐに移動しているように見えました。あく

までも他に影響因子がない場合ですが。今回も特定の

石への産卵行動継続時間は短く、雌は産卵に適した所

を探しているようでした。水から露出している石に産

卵管をあてて、探っているような行動も見られました。

となると今回産卵に適していないと思われる石に、か

つシオカラトンボの妨害もありながら、４分間も産卵

行動を続けた理由は何になるのでしょうか。 
雄、または雌のミスリードと片付けるのは簡単です

が、私は周辺の環境の変化が影響しているのではない

かと考えました。まず人工池に隣接するビオトープの

池と水路ですが、今年は例年になく外来植物(オオバナ

ミズキンバイ・ナガエツルノゲイトウ)が繁茂して、水

草の背丈が高くギンヤンマが水草の水中部分に産卵す

るのに適した場所が少なくなっています。また、毎年ギ

ンヤンマの産卵行動が観察される大堀川(ビオトープ

に隣接している)のワンドの外来植物が春に完全に駆

除され、産卵に適した状態の水草のある場所が例年よ

り少なくなっています。 
これらの環境の変化が、この辺りに生息する昆虫の

行動に少なからず影響を与えるのではないかと以前か

ら考えていました。それでギンヤンマのペアも産卵場

所を探して飛び回っていたが産卵に適した環境の場所

が見つからず、人工池の環境(水深が浅く、水が綺麗で

底まで見え、周りが石で囲まれている)を産卵に適した

場所と判断(誤認かも)してしまったのではないかと考

えました。 
今回、「ギンヤンマの石への産卵」と言う稀な行動を

観察し理由について考察した訳で、今後は、他の生物の

行動に変化が見られるのか、注意して観察していきた

いと思っています。

下大和田水質調査報告 第４回‐① 
 千葉市稲毛区 新井 桂二 

今回は 2022 年のＣＥＩＣの水田の調査報告とな

ります。 

表１から５はＹＰＰ関連となります。表６は対照

区として前回ご紹介した 2022 年の調査地点で水田

関係となります。また、数値の単位は mg/L、つまり

ppm です。

 

表１ 場所　CEICー水路 水温 ｐＨ Ｎ０３
－ Ｆｅ

 １：2022.03.20 25
 ２：2022.04.09 7.35 32.3 0.29
 ３：2022.05.06 16.2 7.75 26.3 0.16
 ４：2022.06.09 17.7 7.67 18.7 0.15
 ５：2022.07.10 20.2 7.8 30.1 0.05
 ６：2022.08.09 22.8 7.85 36.3 0.11
 ７：2022.09.11 20.6 7.9 22.2 0.15
 ８：2022.10.07 19.1 8 19.8 0.07
 ９：2022.11.11 17.1 0.04
10：2022.12.09 10.6 8.33 24.2 0.18
11：2023.01.13 8.8 7.7 22.2 0.07
12：2023.02.10 10.9 7.84 15.7 0.16

表３ 場所　CEICー下田 水温 ｐＨ Ｎ０３
－ Ｆｅ

 １：2022.03.20 0.0
 ２：2022.04.09 9.05 11.8 1.00
 ３：2022.05.06 26 8.77 0.1 0.82
 ４：2022.06.09 24.5 9.68 9.5 4.67
 ５：2022.07.10 30.7 7.4 0.0 0.36
 ６：2022.08.09 30.2 7.11 0.0 0.38
 ７：2022.09.11 25.2 7.15 0.0 0.47
 ８：2022.10.07 24.6 7.4 1.3 0.10
 ９：2022.11.11 5.7 0.10
10：2022.12.09 8.6 7.55 7.9 0.11
11：2023.01.13 9.4 7.59 4.0 0.22
12：2023.02.10 13.1 7.96 0.1 0.27

表４ 場所　CEICーホソ 水温 ｐＨ Ｎ０３
－ Ｆｅ

 １：2022.03.20 9.5
 ２：2022.04.09 7.66 8.8 0.35
 ３：2022.05.06 16.8 7.85 25.9 0.47
 ４：2022.06.09 17.2 7.75 6.3 0.53
 ５：2022.07.10 22.1 7.86 12.1 0.42
 ６：2022.08.09 24.8 7.63 8.5 0.55
 ７：2022.09.11 21.3 7.75 52.2 0.55
 ８：2022.10.07 18.9 7.75 0.0 0.30
 ９：2022.11.11 12.5 0.23
10：2022.12.09 8.5 7.8 8.2 0.39
11：2023.01.13 6.1 7.53 10.1 0.24
12：2023.02.10 8.9 7.54 17.5 0.25

表２ 場所　CEICー上田 水温 ｐＨ Ｎ０３
－ Ｆｅ

 １：2022.03.20 2.4
 ２：2022.04.09 9.95 0.0 0.41
 ３：2022.05.06 26.1 7.97 0.0 0.39
 ４：2022.06.09 24.2 7.76 0.0 0.45
 ５：2022.07.10 31.1 7.05 0.0 0.00
 ６：2022.08.09 0.0 0.12
 ７：2022.09.11 27.5 7.38 1.9 0.45
 ８：2022.10.07 27.7 7.5 0.0 0.00
 ９：2022.11.11 0.0 0.03
10：2022.12.09 10.6 8.25 0.0 0.11
11：2023.01.13 14.7 7.7 0.0 0.21
12：2023.02.10 16 8.08 0.0 0.20



 

補足説明 

水温の空欄は計測機器の不調によるもので、予備

計測器の用意をしていなかった私のミスです。ただ

水温という、天候に左右される項目なので、考察に

はあまり影響はないかと思います。また、ｐＨ・Ｆｅ

は４月からの計測機器導入となっております。ちな

みに、サンプリングした時刻は午前 11時頃となりま

す。 

 

考察 

① 水温  

表 1 は一番道路側の３面コンクリの水路です。こ

こでの最高水温は 22.8℃と、義務教育ではプール授

業中止の温度となります。また、表５はＹＰＰの奥

のザリガニ釣り・川遊び水路でこの上流が表５とな

ります。こちらも最高水温が 25℃を下回っており、

プール中止です。 

それに対し、水田の水温は表２，３のとおり竿高水

温は 30℃を超えていますが、他の調査地点と比較し

ますと、むしろ低水温といえます。2023年の告にあ

げるつもりでしたが、場所によっては 40℃を超える

場所もあり、商業水田では６月には 30℃を超え、７,

８月は水切りする水田が多いものの、32～33℃を記

録する場合がほとんどです。 

  このことからＹＰＰは水路からの注水および田村

水田からの湧き水の影響で、商業水田より水温が低

いといえます。もちろん谷津田特有の風の通りなど

の考慮に入れなければなりませんが、それでも商業

谷津田よりも低いといえます。 

 

②ｐＨ  

主な水源である水路のｐＨの影響が大きいものと

思われます。ただ斜体になっている上田の４月，下

田の４・５・⒍月は異常値を示しています。前回の報

告でも書いたように、ｐＨは多種の要因によって変

化しますので、一概に不良な数値とは言えませんが、

継続的に調査していく必要性輪を感じます。とりあ

えず 2022年の結果だけから推察しますと、６月以降

おおよそ平常値に戻り、12月頃から上昇し始めてい

ることから、比較的低温で活動が活発になる藻類や、

この時期は水生動物の活動は低下しているので、低

温で働く細菌類よってタンパク質が分解されて生じ

たアンモニウムイオン(水溶液はアルカリ性を示す)

を硝化細菌(亜硝酸菌と硝酸菌)が酸化しきれずに

(硝化細菌の活性最適温度は 25℃)ｐＨが上がった。

という短絡的な予想は立つと思います。やはり、当

該時期でのアンモニウムイオンや亜硝酸イオンの濃

度を計測する必要性があります。また機材の追加

か....sigh。どんどん深みにはまっていきます。 

 

③ 硝酸イオン 

 これは明らかな特徴が見えます。まず、流入水(表

1,４,５)は高い数値を示しているにもかかわらず、

水田は特にイネが生育している５月から８月の時期

は低い数値を示しています。０ｐｐｍを示す場合も

多く、何度の再計測をした次第です。植物はＮＨ４
＋

よりもＮ０３
－を優先的に吸収しているとの報告もあ

り(参照：農業と科学 H30.8.1 柴田 勝氏)、それが

確認できるかと思います。しかし、０ppmとは、イネ

の硝酸吸収力はすごいですね。 

 それから、表２,３の４月～８月には大きな差異が

みられます。これをどう解釈するかは、他の水田を

含めて複数年計測をしてみなければわからないと思

いますが、下田に何か特異なものを感じざるを得な

い数値ですね。 

 

④鉄イオン 

 これも表１,４,５と表２,３とでは差異が見られ

ます。下田の６月は異常値としてよいと思いますが

上田と下田は周年変化が水路群に比べて激しいよう

です。表６の他地域でも水田の方が濃度が高くなっ

ておりますので、これは農作業による土壌の攪拌が

原因かもしれません。 

（次号に続く） 

表５ 場所　CEICー上流 水温 ｐＨ Ｎ０３
－ Ｆｅ

 １：2022.03.20 10.4
 ２：2022.04.09 7.53 10.4 0.33
 ３：2022.05.06 17 7.86 7.9 0.34
 ４：2022.06.09 17.3 7.76 6.3 0.46
 ５：2022.07.10 22.1 7.97 13.5 0.36
 ６：2022.08.09 24.3 7.72 38.2 0.35
 ７：2022.09.11 21.4 7.81 59.3 0.55
 ８：2022.10.07 17.9 7.86 69.3 0.20
 ９：2022.11.11 11.8 0.29
10：2022.12.09 8.3 7.95 12.8 0.32
11：2023.01.13 8.3 7.73 9.8 0.17
12：2023.02.10 9 7.86 15.7 0.20

表⒍ 場所　対照区 水温 ｐＨ Ｎ０３
－ Ｆｅ

Ｋ院下 19.9 7.49 5.4 0.11
Ｋ院下の上流 18.5 7.45 6.9 0.17
Ｋ院谷津田終り枡 19.1 7.41 1.1 0.21
Ｋ院裏道路下の枡 17.8 7.82 2.6 0.27
　　〃　　下流 18.0 7.6 1.3 0.24
Ｙ揚水 16.0 7.65 0.1 0.00
Ｙ流れ込み 18.3 7.3 5.4 0.32
Ｙ本命水路 20.3 7.36 0.0 0.41
Ｙ水路下流 19.8 7.36 0.0 0.44
Ｙ水路脇の田 30.3 7.45 0.0 1.87
Ｋ院下 18.7 7.40 4.9 0.40
Ｋ院下の上流 18.4 7.45 6.9 0.17
Ｋ院谷津田終りの枡 19.7 7.41 2.4 0.60
Ｋ院裏道路下の枡 17.8 7.82 2.6 0.27
　　〃　　下流 18.0 7.60 1.3 0.24



 

新浜の話 79 ～草とのたたかい～

千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子

行徳野鳥観察舎には農閑期と農繁期があります。

かつてはカルガモのヒナの入所から農繁期が始まり

ました。「ヒナを拾わないで」キャンペーンが効を奏

した今は、ヒナの入院ラッシュはなくなったかもし

れませんが、４月下旬ごろからの草刈りシーズン到

来は変わらないと思います。 

 保護区がめざしている湿地環境は、洪水や日照り

などで絶えず変動したり、または丈高いヨシが繁茂

して乾燥が進むという不安定なもの。水深が浅い水

域では、ヨシやガマなどの丈の高い植物が生い茂り、

開けた水面がなくなります。水鳥にもトンボなどの

水生昆虫にも、草がまばらで開けた浅い水面は好ま

しい生息環境。しかし、そういう状態を毎年保つの

は大変な作業。 

 最初の相手はヨシでした。草丈が３～４ｍにもな

り、浅い水中の泥底に地下茎を伸ばして広がります。

びっしりと茂ったヨシ原の地下茎は固く丈夫で密に

伸び、スコップの刃先を良く研いでおかないと、一

撃では切ることもできません。裸地でヨシが種子か

ら芽吹いた時、地上部の葉や茎がほんの５㎝ほどし

かないのに、地下茎は 10㎝近くになっていたのには

驚きました。 

 ずっと頭を悩ませていたヨシのコントロールは意

外に簡単でした。人力では難しかったかと思います

が、地上部を刈り取ったあと、ユンボ―で泥の天地

返しをして地下茎を地表近くのトラクターの刃先が

届く位置に上げ、トラクターで細切れにして、さら

に春先の芽吹きの時期にもう一度トラクターをかけ

ると、ほぼ完全に勢いをそぐことができます。もっ

と楽だったのはセイタカアワダチソウ。根元に水が

つくだけでほぼ完全に姿を消します。水位調節で少

し水位を上げてやれば OK。 

 次の強敵はヒメガマ。ヨシよりも深い水中で発芽

し生長します。ヨシが好む湿地の水深は 0～40 ㎝く

らいまで。一方ヒメガマは 20～60㎝くらい。水深が

深いと干上げるのに時間がかかります。水深 40㎝の

湿地を干上げるには、水を完全に止めて 3週間以上。

50 ㎝ともなれば 1 ヶ月以上。1 ヶ月以上も雨が降ら

ない旱魃（時に街路樹が枯れるほど）はめったにあ

るものではありません。降雨が少なく塩田が発達し

ていた行徳でも、です。よい具合に泥底が乾いて、来

週には重機が入れると思っていると夕立、時には台

風。泣きますね。結局のところ、ヒメガマのコントロ

ールは、水の中で大鎌を用いて地上部を刈り、切り

口が空気中に出ないようにするか、干上げた状態で

地面すれすれに地上部を刈り、すぐに水をいっぱい

に張るか、もしくは時間をかけて重機が入るまで泥

底を乾かし、ユンボ―で深く天地返しをした上で踏

み固めて泥をならし、さらに縦横にトラクターをか

けるというものでした。ヨシよりも何倍もの手間が

かかりますが、まあ、やってやれないことはありま

せん。 

 しかし、その上を行く難敵がありました。ナガエ

ツルノゲイトウ。特定外来生物に指定された南米原

産のヒユ科の植物で、水中でも乾いた陸上でも育ち、

千切れた茎からも根を伸ばします。海水中には生え

ませんが、淡水の湿地では向かうところ敵なし。ま

だ対策はできていません。 

 地下茎に頼らない１年生草本のコウキヤガラなど

は、人海戦術でただひたすら手で抜きました。泥底

に足をとられながら、自分が草を抜いた水面が着実

に広がって行くうれしさ。「草抜き中毒」と呼びまし

たが、達夫さんやボランティアの山岡さんなど、何

人もの中毒患者さんのおかげで、夏の終わりには美

しい青い花をつけるミズアオイが咲き、純白のサギ

類が何羽も群れて、更にうれしいことには淡水湿地

のシギ、クサシギやヒバリシギが入ることもありま

した。 

 お盆を過ぎると、草たちの勢いは弱まり、やがて

冬に向けて、小学生の見学案内等々農閑期の業務が

始まります。最近はむしろこのほうが忙しいかも知

れませんね。 

 

※今月の環境漫画「スローマン」はお休みします。 

 

 

 

 

  あなたも入会しませんか       キリトリセン 
住所〒                               
ふりがな

E氏名 E A                     Tel           

E-mail                     FAX          

 

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター202４年１０月号（第３２６号）の発送を１０月 ７日（月）    

１0時から千葉市民活動支援センター（千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階)にて 

おこなう予定です。お手伝いいただける方は事務局 （小西 090-7941-7655）までご連絡ください。 

編集後記：かつてないほど猛暑の夏でしたが、その最

後を締めくくるかのように上陸した台風 10号。猛烈な勢

力まで発達してから、列島をゆっくりとした速度で迷走

していきました。これほど専門家の進路予想を外した台

風はなかったのではないでしょうか。自然現象は人知

をはるかに超えています。これから毎年こんな体験を

することになるのでしょうかね。      mud-skipper 

ＮＰＯ法人ちば環境情報センターのニュースレターとイベント情報は、リサイクルペーパーを使用しています。 
 

会費の郵便振替口座は 00130-3-369499 です。 



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ９月 No.271 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

 

第 295回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ８月 ４日（日） 晴れ   報告：田中正彦 

1898年以降で最も平均気温が高くなった７月でしたが、こ

の日も猛暑の予報が出ていました。初めに水分補給などの注

意点を話した後畑に行きミニトマトを収穫し、谷津田での生

きもの観察となりました。 

米づくりをしていない田んぼは、先月にもましてヨシやヒ

メガマなどの湿生植物が繁茂していましたが、トチカガミや

タコノアシなどの貴重な植物は健在で、オオイトトンボが舞

いミナミメダカも元気に泳いでいました。森に入ると暑さも

少し和らぎ、木陰のありがたさをひしひしと感じました。最

後に集合写真を撮影し、盛夏の観察会を終了しました。 
参加者１５名（大人９名、大学生２名、高校生２名、小学生１名、幼児１名） 

     

無農薬無化学肥料栽培で作った小麦でピザパーティー 2024 年 ８月２４日（土） 晴れ 

報告：岩上由香利 

谷津田文化祭の一環で行われたピザパーティー。会場の谷津田ビ

ジターセンターで、無農薬無化学肥料ではじめて収穫した麦から

できた小麦粉をみんなで調理しました。子どもたちも、生地作り

や、トッピングなどたくさんお手伝いをしてくれました。 

ピザ窯も耐熱レンガを積み上げて作られたお手製のものです。事

前に試行錯誤して完璧な焼き具合になるように調整してくれたお

かげで、本格的なピザとなりました。具材も、トマトやズッキー

ニ、生ハムやシーフード、イチジクまで盛りだくさん。色とりど

りのピザが焼きあがり、完成したとたんにみんなであっという間に

ぺろり。小麦を収穫した喜びを感じながら美味しくいただきまし

た。 

会場では、ラベンダーサシェ作りやミニ竹とんぼ教室、鳥のお話、

そして楽しいおしゃべりと思い思いに楽しい時間を過ごしました。

県外での製粉や様々な準備をしてくれた伊勢戸さん、佐藤さん、暑

い中で火の番をしてくれた平沼さん、小田さんをはじめとした皆様、

ありがとうございました。 

参加者３３名（大人２６名、大学生１名、中学生２名、小学生２名、幼児２名） 

 

 下大和田「自然観察路の草刈り」  2024 年 ８月２７日 晴れ                  報告：鈴木郁也 

８月 27 日下大和田谷津田にて、人生初の刈払い機で草刈りをし

ました。いつもの観察会コースは、今年お米作りが出来なかったこ

とで、植物が人の背丈ほどに伸びて鬱蒼と茂り、畦と田んぼの区別

がつかない場所もありました。ふと気づけば、畦道から外れて田ん

ぼの中に立っていたこともあり、たった一年足らずで環境を激変さ

せてしまう植物の生命力に改めて畏怖しました。 

刈払い機講習以来、本格的な作業は初めてで、いざやってみると

「つらい、大変」よりも「あぶねえ！」という思いが頭の中で巡っ

ていました。泥田で身体を動かすお米づくりも大変ですが、それとは別種のつらさ・難しさだと感じました。 

 これらの作業を通して、草刈りは里山保全のかなりを占めるだけでなく、業務に携わる方々との信頼にも関

係があると考えたので、今後外部で活動する機会にも積極的に草刈りの手伝いを申し出ようと思いました。 

参加者２名（大人１名、大学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 ＜小山町での活動＞ 

☆令和６年度期 小学校田んぼのかかし作り ８月１９日（月）           報告：たんぽぽ 

大椎小学校とあすみ小学校の田んぼのかかしを作りました。各校から先生が１人ずつ参加されましたが、親子の

参加は０人、という前代未聞の寂しい状況となってしまいました。 
前日に土気町でもっとも人気のお祭りがあったので親子とも疲れてしまったのでしょうか？セミや鳥の声が響き

わたる小山谷津に時折そよ風吹き抜ける爽やかな天気の基、大人たちは静かに、黙々と作業を進め、先生やスタッ

フの思いのつまった、とても個性的な５体の案山子が出来上がりました。きっと、稲をしっかりと守ってくれると

思います。                                                              参加者５名（大人５名) 
 
【谷津田・季節のたより】 2024年 ８月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

8/13  ツクツクホウシが盛んに鳴き始めました。アブラゼミも交じって聴こえますが、地上では役目を

終えたアブラゼミの死骸も目につきます。田んぼではシオカラトンボにオオシオカラトンボが飛び

交います。アジアイトトンボのペアが交尾飛行していました。川ではハグロトンボが優雅に飛んで

います。遠くからキジバトのズーズーポッポのさえずりが、近くの木のてっぺんではホオジロの完

璧なさえずりが聴こえました。まだ午前中ですがうだるような暑さです。しかし生き物たちは元気

です。 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、高：高山） 
8/ 2 エノコログサが穂を出す、ヒヨドリバナが開花（高） 

/ 8 稲の間をたくさんのアジアイトトンボがゆっくり飛ぶ（高） 

/ 9 エンマコオロギの優しい声が響く、ミズヒキが咲く（高） 

/10 オニヤンマが田んぼのまわりを飛ぶ（高） 

/11 小山の地元、稲刈り始まる (た)   

/15 赤米出穂 (た) 

/13 一時、姿を見なくなっていたキイトトンボの新たに羽化した個体を見る（高） 

/14 真っ赤に色づいたマユタテアカネを見る、クズが開花、セグロセキレイの幼鳥がさえずる（高） 

/21 早朝、セミに代わってコオロギなどの虫の声がにぎやかになってきた（高） 

/27 赤黒く色づいたノシメトンボが飛んでいた（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年 ９月１５日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：観察路の整備と田んぼの手入れを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 305回 下大和田ＹＰＰ「復田のはえぬきと農林 1号の稲刈り」 
日 時：2024年 ９月２８日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止   

内 容：5月 19日に復田に播種したはえぬきと農林 1号を刈り取ります。ヨシの草刈りも実施します。 

持ち物：動きやすい服装（長そで長ズボン）、田んぼ用の長靴、帽子、手袋、飲み物（お弁当、敷物） 

参加費：無料   

 
・第 297回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年１０月 ６日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容： トンボの調査も兼ねて秋の森と谷津田を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 228回 小山町 YPP「コシヒカリの稲刈り」 
日 時  : 2024 年 ９月 ８日（日） １０時 00分～ ☆小雨実施。 
※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 
 

9月 14日に予定していた 

はえぬきの稲刈りと 28日の

脱穀は実施しません。 
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